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真庭市　市 政 ル ポ

（岡山県）

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
先
進
都
市
・ 

真
庭
の
誕
生

　

岡
山
県
三
大
河
川
の
一
つ
旭
川
の
上
流
部
に
位
置

す
る
真
庭
市
は
、
平
成
17
年
３
月
、
岡
山
県
北
中
部

の
５
町
４
村（
北
房
町
、
落
合
町
、
久
世
町
、
勝
山
町
、

湯
原
町
、
美
甘
村
、
中
和
村
、
八
束
村
、
川
上
村
）

の
合
併
で
誕
生
し
た
。
総
面
積
８
２
８
㎢
は
岡
山
県

の
11
・
６
％
。
岡
山
県
で
最
も
広
い
都
市
で
あ
る
。

　

東
西
約
30
㎞
、
南
北
約
50
㎞
。
市
域
北
部
は
鳥
取

県
に
接
し
、
南
部
は
岡
山
県
の
中
央
部
に
達
す
る
。

北
部
地
域
は
大
山
隠
岐
国
立
公
園
に
含
ま
れ
る
上
蒜

山
、
中
蒜
山
、
下
蒜
山
の「
蒜
山
三
座
」や
津
黒
山
な

ど
標
高
１
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
が
連
な
り
、
県
境
を

形
成
し
て
い
る
。
真
庭
市
を
貫
く
旭
川
は
こ
れ
ら
の

山
々
の
南
側
山
麓
部
を
水
源
域
と
し
、
幾
つ
も
の
支

流
と
合
流
し
な
が
ら
市
域
南
部
の
平
野
部
へ
と
ゆ
っ

た
り
流
れ
て
い
く
。

　

中
山
間
地
的
な
地
勢
的
特
徴
は
真
庭
市
と
周
辺
地

域
に
広
大
な
森
林
地
帯
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
。
真
庭

市
の
森
林
面
積
は
現
在
、
市
域
の
約
80
％
に
も
達
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
を
背
景
に
真
庭
市
と
周

辺
の
地
域
は
、
木
材
産
業
の
集
積
地
と
し
て
発
展
し

て
き
た
。
真
庭
市
の
場
合
は
、
主
に
北
部
か
ら
中
部

に
か
け
て
の
市
域
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
森
林
資
源
が

旭
川
で
平
野
部
に
運
ば
れ
、
平
野
部
に
そ
れ
ら
の
木

材
を
製
材
化
す
る
工
業
地
が
集
積
し
、
同
時
に
各
地

に
流
通
さ
せ
る
商
業
地
と
し
て
の
役
割
を
も
担
っ
て

き
た
。

「
真
庭
市
に
は
多
彩
な
地
域
資
源
が
あ
り
ま
す
が
、

森
林
資
源
は
最
大
の
も
の
で
す
。
し
か
も
90
％
近
く

が
民
有
林
で
、
多
く
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工

林
で
す
。
真
庭
市
が
生
み
出
す
そ
れ
ら
の
木
材
は
高

品
質
な『
美
作
材
』ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
知
ら
れ
、
西
日

本
一
円
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
井
手
紘
一
郎
真
庭
市
長
で
あ
る
。

　

井
手
市
長
が
言
う
地
域
資
源
と
し
て
の
森
林
に

は
、
大
別
し
て
２
つ
の
意
味
が
あ
る
。

　

一
つ
は
全
国
に
出
荷
さ
れ
る
美
作
材
の
「
原
材
料
」

と
し
て
の
森
林
資
源
。
も
う
一
つ
は
副
産
物
と
し
て

の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
だ
。
美
作
材

を
産
出
す
る
数
多
く
の
製
材
・
木
材
加
工
工

場（
現
在
は
市
内
33
カ
所
に
立
地
）か
ら
は
当

然
、
製
材
加
工
後
の
不
要
木
材
も
大
量
に

排
出
さ
れ
る
。
以
前
は
そ
れ
ら
の
不
要
木

材
は
廃
棄
し
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
は

不
要
木
材
を
新
た
な
資
源
と
し
て
と
ら
え
直
し
、
有

効
活
用
を
図
る
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
へ
の
取
り
組
み
に

力
が
注
が
れ
て
い
る
の
だ
。

「
私
は
合
併
後
の
初
代
市
長
に
就
任
す
る
以
前
、
約

22
年
間
に
わ
た
り
岡
山
県
議
と
し
て
活
動
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
議
員
活
動
最
大
の
テ
ー
マ
が
地
元
の

森
林
、
林
業
、
木
材
産
業
の
振
興
で
し
た
。
市
長
就

任
後
は
も
ち
ろ
ん
市
民
生
活
に
か
か

わ
る
す
べ
て
の
要
素
、
市
内
の
全
産

業
の
振
興
へ
の
目
配
り
を
心
掛
け
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
森
林
が
真
庭

市
の
最
大
の
資
源
で
あ
る
こ
と
に
は

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
森
林

資
源
の
利
活
用
は
、
真
庭
市
の
市
民

生
活
の
活
性
化
や
全
体
的
な
産
業
の

底
上
げ
に
も
大
き
く
影
響
し
て
く
る

テ
ー
マ
で
す
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
、
市
長
就
任
後
に
す
ぐ
、
私
は
『
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
実
現
』
を
最

重
要
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
」（
井
手
市
長
）

　

日
本
の
資
源
関
連
産
業
に
お
い
て
、
現
在
、
い
わ

ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
の
可
能
性
を
最
も

大
き
く
秘
め
る
の
が
森
林
資
源
と
さ
れ
る
。
50
年
代

か
ら
70
年
代
に
か
け
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
拡
大
造
林

が
樹
齢
50
年
前
後
に
達
し
、
そ
れ
ら
が
資
源
と
し
て

の
本
格
活
用
期
を
迎
え
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
う
し
た

森
林
を
適
切
に
伐
採（
間
伐
）し
つ
つ
、
植
林
を
途
切

れ
さ
せ
な
け
れ
ば
、
森
林
資
源
は
今
後
無
限
に
続
く

こ
と
に
な
る
。

　

だ
が
そ
う
し
た
循
環
が
成
立
す
る
に
は
森
林
を
適

切
に
間
伐
・
植
林
す
る
林
業
、
間
伐
材
を
木
材
に
加

工
す
る
木
材
産
業
が
健
全
に
機
能
し
、
需
要
と
供
給

の
関
係
が
常
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
保
た
れ
る
必
要
が
あ

る
。
さ
ら
に
排
出
さ
れ
る
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
も
不

可
欠
だ
。
井
手
市
長
が
長
年
、「
森
林
、
林
業
、
木

材
産
業
の
振
興
」
に
セ
ッ
ト
で
取
り
組
ん
で
き
た
の

も
そ
の
た
め
だ
っ
た
。

着
々
と
成
果
を
挙
げ
る
各
種
実
証
実
験

　

真
庭
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
は
平
成
18
年

４
月
、
岡
山
県
で
最
初
の
認
定
を
受
け
た
。
木
質
と

共
に
地
域
内
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
（
家

畜
排
出
物
、
食
品
廃
棄
物
な
ど
）
を
活
用
し
、
地
域

を
挙
げ
て
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
削
減
に
取
り
組
む
と
い
う

構
想
で
あ
る
。

「
中
心
は
や
は
り
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
活
用

で
す
が
、
最
大
の
課
題
は
地
域
内
で
木
質
資
源
を
循

環
さ
せ
よ
う
と
す
る
際
の
コ
ス
ト
お
よ
び
手
法
、
そ

れ
を
裏
付
け
る
技
術
で
す
。
そ
こ
で
当
市
で
は
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）

か
ら
の
援
助
を
基
に
、
経
済
的
な
循
環
を
目
指
す
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
実
証
実
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
」

（
井
手
市
長
）

　

実
証
実
験
で
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
収
集
・
運
搬

シ
ス
テ
ム
の
各
種
方
法
や
体
制
の
検
討
、
収
集
し
た

（岡山県）

市 政 ル ポ 真
ま に わ

庭市

木質バイオマスを燃料とする製材所のエコ発電設備。
工場の全電力を賄っている

井手紘一郎
真庭市長

地
域
資
源
を
利
活
用
し
た
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

原
動
力
は
情
報
化
・
連
携
・
協
働
・
子
育
て
支
援

真庭市の森はそのうち約60％がスギ、ヒノキの人工林
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木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
シ
ス

テ
ム
の
各
種
試
験
や
検
討
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

市
域
の
森
林
か
ら
搬
出
・
収
集
さ
れ
た
林
地
残
材
や

製
材
所
な
ど
で
発
生
す
る
木
く
ず
、
樹
皮
な
ど
を
い

か
に
効
率
的
に
流
通
さ
せ
る
か
の
方
法
論
を
検
証
、

実
験
し
て
い
る
の
だ
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
チ
ッ
プ
や
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
に

さ
れ
、
発
電
用
燃
料
や
暖
房
用
燃
料
な
ど
と
し
て
活

用
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
製
材
所
の
ボ
イ
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
、
商
業
施
設
の
空
調
シ
ス
テ
ム
、
農
業
施
設
の

温
水
・
温
風
ボ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
、
事
業
所
の
蒸
気

ボ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
、
各
種
公
共
施
設
や
家
庭
に
設

置
さ
れ
た
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
も
使
わ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
現
在
、
真
庭
産
業
団
地
に
誘
致
し
た
三
井
造

船
と
の
連
携
で
、
全
国
初
の
試
み
と
し
て
木
質
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
に
も
着
手
。
三
井
造
船
が
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
抽
出

し
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
を
ガ
ソ
リ
ン
に
３
％

混
入（
Ｅ
３
）し
、
岡
山

県
・
真
庭
市
の
公
用
車

計
10
台
を
運
用
す
る
社

会
実
験
を
行
っ
て
、
既

に
成
功
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
食
用
油
（
廃

油
）
で
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）を

作
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

市
域
内
の
湯
原
温
泉
が

送
迎
車
（
ロ
ン
ド
ン
タ

ク
シ
ー
）
用
燃
料
と
し

て
実
際
に
使
用
し
て
い

る
。
そ
の
実
績
に
よ
っ

て
平
成
21
年
11
月
、
湯

原
町
旅
館
協
同
組
合
は

循
環
型
社
会
形
成
の
推

進
に
大
き
な
功
績
が

あ
っ
た
と
の
理
由
で

「
環
境
お
か
や
ま
大
賞
」

に
輝
い
た
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
国

が
定
め
た
バ
イ
オ
マ
ス

の
定
義
は
「
再
生
可
能

な
、
生
物
由
来
の
有
機

性
資
源
（
化
石
資
源
を
除
く
）」
だ
。
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
は
地
域
で
発
生
す
る
そ
れ
ら
の
バ
イ
オ
マ

ス
を
活
用
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
循
環
型
社
会
の
構

築
を
目
指
す
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
こ
れ
ま
で
に
述

べ
て
き
た
試
み
を
評
価
し
た
だ
け
で
、
真
庭
市
の
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
進
捗
度
が
か
な
り
先
進
的

な
の
が
わ
か
る
。
実
際
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
を
推

進
す
る
全
国
自
治
体
の
間
で
は「
真
庭
方
式
」と
い
う

通
称
が
流
布
し
て
い
る
ほ
ど
だ
。

　

だ
が
真
庭
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
は
、
さ
ら

な
る
広
が
り
を
見
せ
始
め
て
い
る
。
そ
れ
は
バ
イ
オ
マ

ス
戦
略
と
観
光
振
興
と
の
連
携
だ
。

「
真
庭
市
で
は
『
観
光
回
廊　

真
庭
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
真
庭
観
光
連
盟
と
手
を
携
え
、
多
彩
な

魅
力
を
備
え
る
９
地
域
の
観
光
資
源
を
結
ん
だ
各
種

観
光
コ
ー
ス
の
開
発
や
観
光
客
誘
致
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
柱
と
し
て
、
真
庭
市
の
基
幹
産

業
で
あ
る
木
材
産
業
お
よ
び
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
の
取
り
組
み
を
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ

く
、
全
国
初
の『
バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
』を
平
成
18
年
度

か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
」（
井
手
市
長
）

　

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
各
種
取
り
組
み
を
真
庭
市
の

新
た
な
観
光
資
源
と
位
置
付
け
、
ほ
か
の
地
域
資
源

と
も
結
び
つ
け
て
回
遊
コ
ー
ス
を
構
築
し
、
観
光
の
柱

と
す
る「
バ
イ
オ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」を
創
設
し
た
の
だ
。

バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
は 

真
庭
観
光
の
新
た
な
象
徴

　
「
真
庭
市
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
へ
の
取
り
組

み
は
平
成
10
年
頃
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

環
境
の
ま
ち
づ
く
り
の
発
想
を
原
点
に
、
地
域
の
若

手
経
営
者
や
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
作
る
『
21
世
紀
の
真

庭
塾
』（
現
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
が
中
心
と
な
り
、
西
日
本

有
数
の
木
材
産
業
集
積
地
で
あ
る
真
庭
市
地
域
の
製

材
所
か
ら
出
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
が
議
論

さ
れ
、『
木
質
資
源
活
用
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
構
想
』
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
当
時
岡
山
県
議
会
の
『
森

林
・
林
業
活
性
化
促
進
議
員
連
盟
』
の
代
表
で
あ
り
、

彼
ら
と
大
い
に
将
来
の
夢
を
語
り
合
っ
た
も
の
で

す
。
真
庭
市
の
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
全
国
的
な
注

目
を
集
め
、
視
察
が
毎
年
か
な
り
訪
れ
る
よ
う
に
も

な
り
ま
し
た
。
そ
の
視
察
コ
ー
ス
が
バ
イ
オ
マ
ス
ツ

ア
ー
の
原
型
で
す
」（
井
手
市
長
）

　

視
察
の
受
け
入
れ
は
市
役
所
（
合
併
前
は
各
町
村

役
場
）
や
事
業
者
が
個
別
に
対
応
し
て
い
た
。
そ
れ

を
真
庭
市
お
よ
び
観
光
連
盟
、
事
業
所
の
連
携
で

観
光
ツ
ア
ー
商
品
へ
と
再
構
築
さ
れ
、
無
料
で
受
け

入
れ
て
い
た
視
察
の
有
料
観
光
ツ
ア
ー
化
が
図
ら
れ

た
。
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
は
木
質
や
そ
の
ほ
か
の
バ
イ
オ

マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
お
よ
び
製
品
化
、
酪
農
や
農

業
で
の
現
場
で
の
連
携
な
ど
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
一
連

の
循
環
の
見
学
が
中
心
。「
町
並
み
保
存
地
区
」
に
指

定
さ
れ
、
平
成
21
年
６
月
に
国
土
交
通
大
臣
か
ら
都

市
景
観
大
賞
「
美
し
い
ま
ち
な
み
大
賞
」
を
受
賞
し

た
、
勝
山
地
区
の
歴
史
的
町
並
み
へ
の
訪
問
な
ど
も

組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　

ツ
ア
ー
コ
ー
ス
は
１
泊
２
日
が
基
本
だ
。
環
境
問

題
に
関
心
の
深
い
一
般
客
向
け
の
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

（
木
質
、
酪
農
、
農
業
）
見
学
コ
ー
ス
と
、
森
と
林

業
の
循
環
に
特
化
し
た
林
業
問
題
に
関
心
の
深
い

客
（
業
者
、
専
門
家
、
研
究
者
な
ど
）
向
け
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
い
る
。
ツ
ア
ー
費
用
は
い
ず
れ
も

８
０
０
０
円
。
宿
泊
は
湯
原
温
泉
な
ど
の
市
内
温
泉

地
の
協
力
で
格
安
商
品
が
提
供
さ
れ
て
い
る
（
２
食

付
き
７
０
０
０
〜
１
万
５
０
０
０
円
）。
他
に
日
帰

り
コ
ー
ス（
４
５
０
０
円
）も
あ
る
。

「
視
察
を
有
料
観
光
ツ
ア
ー
と
し
た
こ
と
に
よ
る
客
足

鈍
化
の
懸
念
が
当
初
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

は
杞き
ゆ
う憂
に
終
わ
り
ま
し

た
。
ツ
ア
ー
客
は
視
察

時
代
よ
り
む
し
ろ
増
え

て
い
ま
す
。
環
境
問
題

や
循
環
型
社
会
へ
の
関

心
が
深
ま
っ
て
い
る
現

在
、
そ
れ
だ
け
真
庭
市

の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
へ
の
取
り
組
み
が
注
目
を
集
め
て
い
る
の
だ
と

自
負
し
て
い
ま
す
」（
井
手
市
長
）

　

バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
の
参
加
者
は
平
成
19
年
度
、

20
年
度
と
続
け
て
計
２
０
０
０
人
を
超
え
た
（
実
施

回
数
は
年
１
０
０
回
前
後
）。
21
年
度
の
集
計
は
ま

だ
出
て
い
な
い
が
、
よ
り
以
上
の
数
字
が
出
て
く
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
取
材
中
も
平
日
の
雨
天

だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
製
材
所
や
真
庭
バ
イ
オ

マ
ス
集
積
基
地
（
バ
イ
オ
マ
ス
を
安
定
収
集
し
て
資

源
変
換
し
、
供
給
す
る
基
地
）
な
ど
で
、
何
度
も
、

全
国
か
ら
訪
れ
た
ツ
ア
ー
客
と
出
会
っ
た
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
の
実
施
と
成
功
に
よ
っ
て
、

平
成
17
年
に
誕
生
し
た
ば
か
り
の
新
市
・
真
庭
市
の

名
前
は
環
境
問
題
に
関
心
の
深
い
多
く
の
人
々
の
間

に
浸
透
し
始
め
て
い
る
。
環
境
問
題
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
通
じ
て
、
今
後
は
国
際
的
に
浸
透
し
て
い
く
期
待

も
か
か
る
。

真庭市の木質ペレット生産
量は全国シェア3分の1。ペ
レットストーブも真庭市の
事業所・公共施設、家庭な
どで普通に見られる

真庭バイオマス集積基地、バイオエタノール実証プラントなど、
バイオマスに関する各種の設備・施設が集積する真庭産業団地

ＢＤＦを燃料とする湯原温泉協同組合の送迎車とＢＤＦ燃料スタンド

真庭バイオマス集積基地には近隣から木質バイオマスが安定的に集められてくる

できたての木質燃料チップの山

JANUARY 2010 市政



4849 市政 JANUARY 2010 

（岡山県）

真庭市　市 政 ル ポ

　

バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
そ
の
も
の
も
、
今
後
は
社
会

科
見
学
・
環
境
学
習
な
ど
学
生
・
児
童
向
け
の
ツ
ー

ル
と
し
て
、
ま
た
家
族
向
け
や
一
般
の
大
人
向
け
な

ど
よ
り
広
い
客
層
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
展
開
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。

「
同
時
に
地
域
の
人
々
や
事
業
所
、
行
政
が
連
携
・

協
働
し
て
立
ち
上
げ
た
バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
が
成

功
し
た
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
真
庭
市
の
大
き
な
全
国

発
信
と
な
り
、
そ
れ
に
か
か
わ
っ
た
人
々
に
大
き
な

自
信
を
芽
生
え
さ
せ
て
も
い
ま
す
。
観
光
振
興
全
体

に
お
い
て
も
、
バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
で
培
わ
れ
た
真

庭
市
の
ク
リ
ー
ン
イ
メ
ー
ジ
は
、
今
後
、
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
と
既
存
の

観
光
資
源
、
文
化
資
源
な
ど
の
連
動
に
よ
っ
て
、
メ

ニ
ュ
ー
づ
く
り
の
幅
も
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
」（
井
手
市
長
）

※
バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、
真
庭
市

は
平
成
19
年
、
経
済
産
業
省
の
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ー
ク
」
に
選
定
さ
れ
た
。
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
と
の
Ｗ

指
定
は
全
国
初
。

先
進
の
情
報
化
計
画
と
協
働
、 

子
育
て
支
援
対
策

　

９
町
村
が
合
併
し
た
こ
と
に
よ
る
広
大
な
市
域
、

多
様
な
地
域
性
を
持
つ
半
面
、
人
口
密
度
が
少
な
い

真
庭
市
で
は
、
ほ
か
の
都
市
以
上
に
情
報
格
差
の
是

正
お
よ
び
情
報
化
の
拡
充
が
重
要
に
な
る
。
そ
こ
で

真
庭
市
で
は
現
在
、「
真
庭
市
情
報
化
計
画
」（
平
成

18
〜
22
年
度
）を
実
施
し
て
い
る
。

　

同
計
画
で
は
真
庭
市
全
域
で
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
、

情
報
公
開
に
よ
る
協
働
社
会
の
実
現
な
ど
７
項
目
に

わ
た
る
目
標
・
基
本
方
針
を
設
定
。
す
で
に
ラ
ス
ト

ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
を
平
成
20
年
度
中
に
完
成
、
同
21

年
１
月
に
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ『
真
庭
い
き
い
き
テ
レ
ビ
』が

開
局
し
た
。
今
後
は
電
子
自
治
体
推
進
計
画
、
真
庭

市
ｅ
︲
む
ら
づ
く
り
地
区
計
画
も
順
次
展
開
さ
れ
て

い
く
予
定
だ
。

　

ま
た
９
町
村
の
合
併
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
真
庭
市

で
は
、
各
地
区
市
民
・
行
政
・
事
業
者
な
ど
の
連
携
・

協
働
に
よ
る
一
体
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
不
可
欠

だ
。
そ
の
た
め
合
併
以
来
、
真
庭
市
で
は
市
民
・
職

員
で
構
成
さ
れ
た
「
真
庭
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
研

究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
職
員
と
市
民
が
等
身
大
に
向

き
合
っ
て
議
論
を
展
開
。
協
議
を
重
ね
「
真
庭
市
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
」
を
策
定
し
た
。
同
指

針
に
基
づ
き
、
市
民
活
動
の
活
性
化
と
と
も
に
、
地

域
自
主
組
織
の
育
成
・
支
援
に
よ
る
住
民
自
治
の
促

進
を
図
っ
て
い
る
。
同
時
に
市
側
の
体
制
づ
く
り（
相

談
窓
口
の
明
確
化
、
職
員
の
意
識
高
揚
な
ど
）を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ミ
ニ
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
な
ど
に
よ
る
協
働
実
践
の
た
め
の
「
場
」

づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
諸
施
策
の
目
的
達
成
の
第
一
歩
は
、
出
身

地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
る
と
と
も
に
、
真
庭
市
と
い
う

自
分
た
ち
の
新
た
な
ま
ち
へ
の
関
心
を
い
か
に
無
理
な

く
高
め
て
い
け
る
か
に
あ
る
と
い
え
る
。
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
な
ら
び
に
バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
は
そ
う
い

う
意
味
で
も
、
目
に
見
え
た
効
果
を
発
揮
し
始
め
て
い

る
。
例
え
ば
バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
者
は
こ
れ

ま
で
ほ
ぼ
す
べ
て
市
外
の
人
々
だ
っ
た
。
現
在
も
そ
の

傾
向
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
最
近
市
民
の
参
加
者
が
増

え
て
き
た
と
い
う
。
わ
が
ま
ち
を
見
直
し
た
い
、
わ
が

ま
ち
が
目
指
す
循
環
型
社
会
の
現
場
を
見
た
い
、
自
分

た
ち
も
循
環
型
社
会
の
一
員
と
し
て
、
市
民
の
一
員
と

し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
た
い
。
そ

う
い
う
市
民
が
増
え
て
い
る
の
だ
。
こ
う
し
た
わ
が
ま

ち
へ
の
関
心
の
深
い
市
民
の
増
加
は
、
市
民
の
暮
ら
し

や
す
さ
向
上
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
。

　

市
民
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
定
義
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
。
代
表
的
な
定
義
の
一
つ
は
子
育
て
の
し
や
す
い
ま

ち
だ
ろ
う
。
真
庭
市
は
平
成
21
年
１
月
に
厚
生
労
働

省
が
発
表
し
た
市
区
町
村
別
の
合
計
特
殊
出
生
率
に

お
い
て
、
岡
山
県
下
で
１
位
、
全
国
の
内
で
対
象
と
な

る
１
９
４
５
市
区
町
村
の
う
ち
第
86
位
に
位
置
付
け

ら
れ
た（
平
成
15
〜
19
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
１・
75
）。

「
そ
の
理
由
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
や
は
り
３
世
代
同

居
世
帯
が
多
い
こ
と
や
、
子
育
て
を
応
援
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん
な
こ
と
な
ど
に
加
え
、
中
学

卒
業
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
や
、
公
立
保
育
園
の

充
実
化
に
よ
る
待
機
児
童
ゼ
ロ
な
ど
、
各
種
子
育
て

支
援
策
が
奏
功
し
た
の
で
は
な
い
か
と
見
て
お
り
ま

す
」（
井
手
市
長
）

　

子
ど
も
が
順
調
に
生
ま
れ
、
世
代
が
順
繰
り
に
交

代
し
て
い
く
こ
と
は
、
循
環
型
社
会
の
出
発
点
だ
。
人

口
減
少
化
と
高
齢
化
率
の
高
ま
り
は
、
真
庭
市
で
も

着
実
に
進
む
が
、
一
方
で
出
生
率
が
安
定
的
に
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
は
、
若
い
市
民
が
真
庭
市
の
暮
ら
し
や
す

さ
の
向
上
を
感
じ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

真
庭
市
が
目
指
す
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
究

極
の
目
的
で
あ
る
循
環
型
社
会
の
構
築
を
広
義
に
と

ら
え
れ
ば
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
だ
け
が
そ
の
要

因
で
は
な
い
。
市
民
活
動
の
活
性
化
や
子
育
て
世
代

の
真
庭
市
へ
の
愛
着
度
の
高
ま
り
な
ど
も
ま
た
、
循

環
型
社
会
構
築
へ
の
重
要
な
道
筋
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

�

（
取
材
と
文　

遠
藤　

隆
） 旭川沿いに展開する町並み

都市景観大賞「美しいまちなみ大賞」を受賞した、勝山地区の歴史的町並み

バイオマスツアーの参加者に人気の地産地消ランチ

平成21年1月に開局した真庭いきいきテレビ（ＣＡＴＶ）の調整室

全国有数の出生率を誇る真庭市は子育てのしやすいまちとして注目が高まっている
（写真は子育てイベント『おぎゃっと21』）
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